
ト
キ

に
て
庄
屋
な
り
。
此
の
先
祖
は
、
且
百
元
隠
の
頃
、
平
-
文
お
来
村
七
ケ
と
あ
る
。
そ
の
七
簡
が
何
れ
の
村
々
一
に
許
せ
て
来
た
の
を
迎
へ
翠
ち
、
四
日
飯
田
(
羽
咋

大
納
言
時
忠
則
此
閥
へ
配
流
有
て
、
其
嫡
子
時
凶
と
一
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

一
部
飯
山
政
〉
か
ら
越
中
に
追
う
た
と
あ
る
。
出
来
俊

い
へ
る
入
の
子
係
の
問
。
中
頃
ま
で
此
所
を
太
刀
村
・
一

ト
ギ
シ
チ
カ
ゴ
ウ

富
来
七
ヶ
郷
羽
咋
総
出
来

一
行
は
も
と
羽
咋
郡
岱
淡
の
産
で
あ
ら
号
。

時
日
村
と
い
ひ
、
不
時
世
間
地
せ
し
也
。
今
の
下
時
附
一
八
郁
宮
川
神
杷
に
、
そ
れ
が
七
必
却
の
産
制
た
る
こ
と

一

ト
キ
ナ
ガ

時
長

珠
洲
郡
木
郎
郷
に
因
す
る
部

村
問
地
を
分
ち
て
、際
左
衛
門
と
い
へ
る
を
阪
ひ
て
、
一
を
記
し
て
、
七
ヶ
郷
と
は
能
川
野
郷
・
白
木
郷
・僻
作
郷

一
部
。
元
総
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、『
此
盛
之
百
姓

御
信
代
也
、
出
い
へ
せ
し
よ
り
、
下
時
凶
と
て
私
領
一

鎚
打
郷
・際
節
郷
・東
方
郷
・西
方
郷
で
あ
る
と
す
る
。

一一瞬
四
郎
と
巾
者
の
家
名
そ
時
長
と
巾
候
。
依
之
村
名

に
な
り
し
也
。
右
郎
助
家
に
色
々
判
明
H
あ
り
。
品
山

一
し
か
し
東
方

・
西
方
二
郷
の
存
在
の
如
き
は
頗
る
問

一
に
他
成
候
同
巾
偲
候
。
』
と
あ
る
。

殿
時
代
m
u
物
等
多
〈
待
係
へ
り
。
今
も
上
時
凶
不
残

一
し
い
。

一

ト
ギ
ナ
ナ
ウ
ラ

宮
古車
七
浦

能
再
開
名
跡
志
に
、

公
領
に
て
、
右
M
m
助
商
の
内
に
て
、

一
一杓
下
百
姓
の

一

ト
ギ
ジ
ヨ
ウ

宮
木
域
別
相
川
郡
山
木
院
八
怖
領

一
『
日
木
〈
割
引
咋
部
V

の
西
の
方
出
手
は
際
懸
の
郷
と
て
、

家
来
分
也
0
』

と

記

す

る

。

一

に

あ

っ

て

、

一
に
間
野
域
と
も
い
ふ
の
は
阿
野
菜
が
一
赤
附
千
浦
・風
戸
・風
無
・小
笹
-mm披
・前
お
と
て
あ

ト
キ
h
y
-
-
ガ
ハ

時
国
川

回一
京
都
町
野
川
の
川

一
回
た
と
侍
へ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
天
正
抗
年
三
且
上
杉
一
旬
。
是
を
白
木
七
浦
と
い
ふ
o
此
滋
偲
ひ
風
祭
に
し

尻
が
南
時
閥

・
西
時
凶
を
琉
れ
て
携
に
入
る
郎
を
い
一
線
信
は
そ
の
医
磁
浦
長
門
を
と
h
に
む
い
た
が
、
五

一
て
、
松
ャ
下
と
い
ふ
防
は
紡
の
懸
間
あ
り
。
犬
反
り
・

ふ
。
正
保
の
お
上
に
、
『
時
国
川
幅
三
十
問
、
深
四
一
且
器
m
m
叩
正
が
攻
め
て
長
門
を
白
川
せ
し
め
た
。
同
一
駒
返
し
な
ど
し
て
而
白
き
腕
あ
り
。
叉
尼
崎
と
一
苫
あ

尺
、
廷
は
歩
渡
、
容
は
舟
波
。
』
と
あ
る
。

一
八
年
織
田
信
長
の
一
嗣
詰
行
活
そ
芭
い
た
の
も
こ
れ
で

一
ーり
。
此
腕
自
然
と
緑
茶
多
く
生
ず
る
也
。
叉
音
義
終

ト
ギ
コ
ウ

富
来
港
羽
咋
郡
の
俗
俗
、
商
は
子
二
あ
る
。

一
の
俳
随
に
胞
を
と
ら
せ
ら
れ
し
腕
と
て
、
風
m
R
あ

崎
の
突
端
よ
り
、
陥
は
稲
見
河
口
を
縦
、
京
は
出
来

一

ト
キ
ダ
生
ダ
ア
ツ

嶋
田
忠

厚

泌

都
町村
内
、
宗

一
b
o』
と
寵
す
る
。
こ
、
に
山
木
七
耐
と
あ
る
は
西
浦

河
口
に
ま
る
問
、
荒
粁
に
亙
る
廊
大
の
浴
穏
で
、
南

一
は
敬
夫
、
終
節
と
蹴
し
た
。
武
阪
の
人
。
前
倒
治
倫

一
七
捕
特
取
巡
っ
た
も
の
で
あ
ら
う。

方
及
び
商
南
方
に
開
倣
す
る
。
地
内
水
深
く
、
海
底
-
治
慨
の
初
、明
和
入
年
七
且
江
戸
佐
の
初
者
と
な
し
、
一

ト
ギ
ハ
チ
マ
ン
グ
ウ
デ
ン
キ

富
来
八
幡
宮
健
記

泥
砂
そ
以
て
訟
は
れ
、
情
般
の
危
険
な
〈
、
投
錨
も

一
級
=
百
石
を
賜
う
た
。
忠
限
創
刊史
に
博
泊
し
、
一大関

一
一
加
。
羽
咋
都
八
郎
村
八
脈
宮
の
鰍
起
で
あ
る
。
谷

亦
安
全
で
あ
る
。
一

に
之
を
松
e
下
憾
と

い
ふ
は
、

一
三
年
凶
日
を

器
じ
て
、
仲
尼
始
跡
前
議
・礼
子
始
鍬
排

一
周
に
、『
元
総
十
七
叩
巾川町
品
血
容
育
成
訓
割
合
限
抑制岐

風
戸
の
怒
り
測
を
松
ヶ
下
と
い
う
た
の
が
、
近
時
随

一
校
・直
不
直
紳
・老
班
列
制
大
意
・節
俄
生
財
排
・mm明校

一
守
官
官
邸
議
誌
』
と
記
さ
れ
る
。

義
に
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
講
堂
開
引
等
を
上
り
、
叉
依
鼓
と
し
て
銭
飯
を
能
く

一

ト
ギ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ

富
来
八
幡
紳
社

須

ト
ギ
ゴ
ウ

富
来
郷

務

末

以
降
用
羽
咋
郡
を
回
大
一
し
、官
て
郎
議
従
-
一
吉
田
を
著
し
た
。
覧
政
五
年
七
月
夜
o
-
咋
郡
八
幡
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
笛
枇
犯
に
、『智
衆

分
す
る
に
用
ひ
た
滞
政
以
後
の
俗
都
の
一
つ
で
、
前
一
子
孫
そ
の
後
を
織
ぐ
も
の
は
な
か
っ
た
o

一
入
慨
榊
駐
o
出
来
郷
入
瞬
間
間
座
。
一
郷
之
惣
祉
也
0
』

浦

-m後
名
附
近
か
ら
、
北
方
瓜
安
部
邸
に
烹
る
間
一

ト
ギ
ト
シ
ユ
キ

富
来
俊
行

活
抑
制
彦
十
郎

o
E
一
能
串
有
名
跡
志
に
、『白
木
の
産
土
一
同
は
、
八
町
許
脇
入

の
六
十
七
村
を
い
号
た
0

・

一
平
元
年
(
貞
利
二
〉
五
月
得
江
九
郎
般
民
の
軍
山由朕

一
附
村
の
八
幡
と
て
、
制
主
品
目
原
氏
也
o
む
か
し
は
隅

ト
ギ
ザ
イ
ト
ウ
ジ

富
木
驚
篠

次

正

平
イ
七
年
一
に
、
今
年
三
月
六
日
俊
行
は
越
中
の
士
井
上
宮
内
椛

一
部
百
合
七
堂
伽
慌
の
大
駐
に
て
、祉
品
川
多
〈
あ
り
し
。

(
股
安
二
)
五
且
サ
入
日
足
利
義
詮
の
利
訟
に
、
去
十

一
少
輔
俊
活
等
と
共
に
能
障
切
に
侵
入
し
て
、
羽
咋
消
ロ
一
共
筋
目
の
者
、
今
も
百
姓
に
謀
総
妨

-
mM
住
坊
な
ど

六
日
ロ
衆
院
木
隠
総
合
践
に
お
茶
抑
制
限
次
己
下
を
討

一
来
院
木
庖
級
械
に
閉
山
っ
た
が
、
吉
見
郁
部
助
氏
劉
の

一

mし
、
共
外
八
幡
座
主
村
・舞
大
夫
問
符
と
て
あ
り
。

捕
っ
た
こ
と
が
見
え
る

o
m際
次
は
宮
方
の
士
で
、

一
慣
が
引
用
四
日
之
を
攻
宮
附
し
た
と
あ
旬
、
叉
正
平
六

一
今
も
白
木
院
内

什
八
今
村
の
氏
一
岬
に
て
、
祭
纏
毎
年

期
制
咋
郡
白
来
の
人
で
あ
ら
う
。
一
年
(
観
臨
二
)
正
月
得
江
石
王
丸
代
長
野
出
品
一
丸
郎
寧
光

一
入
且
朔
日
は
耐
興
御
幸
あ
り
。
昔
鎌
代
的
附
よ
り
告

ト
ギ
シ
チ
カ

富
宮市
七
ケ

割
引
咋
榔
に
邸
す
る
。
一
の
箪
忠
献
に
は
、
去
年
十

一
且
三
日
俊
行
は
到
上
布

一
あ
b
て
、八
且
朔
日
に
此
磁
へ
得
り
給
ふ
と
い
へ

b
。

大
永
六
年
十
且
一
宮
祉
務
職
年
一斑
米
銭
納
飯
沼
氏
百
一
袋
丸
と
共
に
岱
衆
院
か
ら
訂
出
で
、
胤
内
側
州
花
見
槻

一
今
そ
の
簡
を
入
師
協
と
い
う
て
歌
仙
貝
得
る
な
り
0
』

五
八
七

ト
キ
ワ
リ
ホ
ウ

時
劉
法
〈
一
)
イ
三
州

l
加
花

田
仙
の
時
節
を
以
て
報
じ
た
時
刻
の
剤
。
方
は
、
采
よ

り
岳
山
川
間
一
般
の
法
に
倣
う
た
の
で
、
政
問
と
夜
間
と

を
各
六
時
反
に
制
し
、
別
に
円以前
と
昏
前
と
に
各
除

時
を
也
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
放
に
段
と
昏
と
の
聞

を
十
三
分
す
ろ
時
は
、
そ
の
侮
ご
は
訟
の
一
時
反
と

な
り
、
筏
除
の
一
は
昏
前
の
除
時
と
な
る
。
之
と
問

じ
〈
昏
と
岱
と
の
闘
を
イ
三
分
す
れ
は
、
そ
の
侮
ご

は
夜
の

一
時
辰
と
な
り
、
残
僚
の
一
は
長
前
の
除
時

と
な
る
。
時
辰
慨
は
、
太
陽
の
出
入
に
よ
る
設
夜
の

長
さ
を
基
底
と
す
る
の
で
は
な
い
。
冬
至
に
於
け
る

範
の
一
時
医
と
夜
の

一
時
反
と
を
等
長
の
時
間
に
定

め
、
そ
の
後
夏
去
に
一担
る
ま
で
は
漸
次
箆
の
一
時
医

を
長
く
し
て
、
夜
の
一
一
時
民
を
短
く
す
る
。
之
に
反

し
て
夏
歪
よ
り
冬
至
に
主
る
ま
で
は
、
漸
衣
銭
の

一

時
援
を
短
〈
し
、
夜
の
一
時
肢
を
長
〈
す
る
。
し
か

も
そ
の
長
短
は
日
々
之
を
絞
ず
る
こ
と
を
得
ぬ
が
放

な
ど
L
見
え
る
。

ト
ギ
ハ
ツ
ケ
イ

富
来
八
円宜

m
羽
咋
郡
出
来
附
近

の
入
勝
を
政
へ
た
も
の
で
、
小
笠
夜
間
・畿
共
岩
附

臥
・古
城
秋
且
・
小
m
w
m
鯨
・荒
木
タ
照
・
岩
屋
円
bg
・

開
能
寺
晩
釘
・松
下
院
帆
を
い
ふ
。
ま
た
或
は
機
H
H

岩
附
臥
を
笥
来
附
臥
と
L
、
岩
屋
森
容
を
金
制
山
山
怒

怒
と
し
、
古
城
秩
且
を
械
的
秩
且
と
す
る
も
の
も
あ

る。ト
ギ
ξ
ク
リ

富
来
御
厨

羽
咋
郡
に
あ
っ
た。

制
臥
錫
に
、
二
宮
能
昌
明
凶
出
来
倒
的
羽
山
浦
と
あ
る
。

二
宮
と
あ
る
は
内
宮

・
外{呂
の
怠
で
あ
る
が
、
協
浦

と
い
ふ
の
は
判
ら
な
い
。

ト
ギ
ヤ
マ
チ
利
屋
町

叶
わ
守
河
北
部
井
上
庄

に
回
す
る
郎
町
問
。

ト
ギ
リ
ス
ゴ
Z

土
岐
里
須
越

鳳
軍
部
容
熊
か

ら
貝
吹
に
至
る
聞
の
峠
。


